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講習会の流れ
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30分程度

【よくあるお問い合わせの紹介】

※途中休憩を挟みながら進めさせていただきます。

お問い合わせの多いご質疑の内容を紹介します。

【入力項目の説明】

『RC診断2001』の各入力項目について説明をします。

15分程度

【プログラムの概要】
プログラムの概要および本資料についての説明をします。

2時間程度
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耐震診断方法－診断基準
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・2001年版か2017年版 RC診断基準によるかを指定します。

・『Op.2017』のライセンスを併せて取得した場合に選択することができます。

・純RC造、およびRC造とSRC造が混在する建物のRC造の階について、2017年版の
RC診断基準で検討する場合はこちらで指定します。
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耐震診断方法－解析条件1
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Qsu1～Qsu3の耐力値およ
びその計算に用いたパラ
メータが出力されます。

Qsu2については、
QsuwとQsucに分けて出力し
ています。

基準式による場合の反曲点高さ
hcwoの値、およびその計算に用
いたパラメータが出力されます。
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耐震診断方法－解析条件4
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・第2種構造要素の検討に関する設定項目です。
診断基準を2017年とした場合は、常に“検討対象の柱自身で長期軸力を支持し得
るか否かの検討で行います（再配分の検討には対応していません）。

・[54.第2種構造要素の検討方法]
“<1>”→評価適用内 “<2>”→評価適用外

・[55.第2種構造要素における検討条件]
[54]で“<2>”を指定した場合に選択できます。

2001

軸耐力に、取り付く壁の
耐力を考慮する場合は
チェックを外してください。



190604A

第2種構造要素の検討について
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・組合せ可能なグルーピングの各F値（0.8を除く）を、それぞれ終局限界変形時と仮
定して第2種構造要素の検討をします。

・その終局限界変形時と仮定したF値（検討F）において第2種構造要素の検討対象
となるのは、検討FよりもF値の小さい部材（検討F＞部材F）としています。

例)検討F：1.20

F：1.5

F：1.2 F：1.5
F：2.0

F：1.0

検討対象柱
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形状指標
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・“<1>基準式による(A法)” →割線剛性を用いて診
断側で計算します。

・“<3>Fesより求める(B法で弾性剛性)” →『SS3』の
計算結果をリンクします。
Ga、Gj は指定によります。Giは考慮されません。

・“<5>施行令による(B法で割線剛性を用いる)” →割
線剛性を用いて診断側で計算します。

2017

・ [5.剛性の入力]は、 “<1>”、“<2>”、“<4>”とした場合に入力します。

“<3>”、“<5>”の場合、[5.剛性の入力]は入力できません。（淡色表示になります。）

“<1>基準式による”場合 “<2>偏心率，変形角の入力(A法)”の場合 “<4>直接入力”の場合



190604A

形状指標
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2017



190604A
78

柱の内法高さの直接入力

※3次診断で内法高さのみの入力とした場合は、危険断面位置の距離が不明である
ためERRORになります。

部材長(構造
心間距離) h

危険断面位置
までの距離) hb

危険断面位置
までの距離) ha

内法高さ
ho=h－ha－hb

3次診断の検討を行わない場合→ “<2>内法高さ”で入力

3次診断の検討を行う場合→節点モーメントを計算する必要がありますので、
“<1>危険断面位置”で入力
内法高さは、部材長と危険断面位置から自動計算され
ます。
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Yes

よくあるお問い合わせ
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ERROR No.26 柱の内法高さが0以下になっています。Q

A 以下のようなケースが考えられます。エラーの発生箇所を確認してください。

柱の両側に、それぞれ長い垂壁と
長い腰壁が取り付いている場合

『SS3』で耐震壁と認識されて
いない壁がある場合

内法が認識できるように直接入力してください。
・『SS3』の[12.7.4 Qy（QM）算定用の内法寸法]
・『RC診断2001』の[設計－柱の内法高さの直接入力]

『SS3』で強制的に耐震壁と
してください。

両側柱付壁と
して評価するNo
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よくあるお問い合わせ
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作図で結果を表示させると、文字と開口が重なり、開口の存在が
わからなくなる。
開口の存在もわかるように印刷することはできませんか？

Q


